第5回　施設処遇検討会議　議事録

H20.5.5　13:30～15:30

青山荘地域交流室

出席者：長谷部A.O.M・清水S.G.M・山口碧

三浦理見・小笠原嘉紀・馬渡道伸

佐々木優佳

（欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M

小坂和子・上平ユリ子・原佳伸）

記　録：山口碧

議題

１：上久保　善郎　様（青山荘入所者様）の処遇について

２：上岩　英治　様（青風荘入所者様）の処遇について

３：袴田　隆祐　様（青明舎利用者様）の処遇について

１：上久保　善郎　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

①自宅生活スタイルの確立
　　　→介入方法

· 前回の外泊訓練の内容を本人に確認する。

· 外泊期間を延ばす。

· 外泊中に自宅から実際に通院・通所していただく。

· 家族との協力体制を整える。

· 外泊時の生活状況観察

　　

　　②整容面の不十分さ

→介入方法

· 整容面のチェック、必要に応じた声かけ

　　

　　③健康管理について

　　　→介入方法

· 健康管理への意識付けを行う。

· 水分摂取量の把握・目安の設定

· 職員の支援頻度を増加する。

＜評価＞

　会議資料からは本人の言葉やニーズが見えていないことから、3月に行った外泊訓練の経過を踏まえて問題点を挙げ、それを検討課題にすべきではないか。また、5月実施予定の外泊訓練については、あらためて本人との振り返りや家族面談を行ってから予定を立てなければならない。退所まであと半年しかないため、自宅退所に向けて何をすべきか優先順位や問題点を整理することが必要。

　　

２：上岩　英治　様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：難治性胃潰瘍、白内障、糖尿病（18単位）、高脂血症

　＜問題点＞

1 対人関係

（コミュニケーションン技術が未熟な為、スムーズに会話が出来ない。自分に都合の悪い話だと睨みつけて独語する。）

→介入方法

· 独語、睨みがエスカレートする場合はスタッフが声をかけ、話を聞きながら理由を確認。

· 他者に、その行為が向かっている際はトラブルにならないようスタッフが介入し、本人の話を聞く。

· 現状について振り返り、本人が何を要求しているのか、何か言いたいことがあるのか引き出していく。

　　

2 病気（糖尿・合併症）に対して理解がない。

→介入方法

· 自分で間違えた解釈をしており、健康プログラムや必要であれば個別学習を通して糖尿病の自己コントロール方法を自分の技術として獲得できるよう学習する。定期的に評価を行い、自己スキルアップの目標として設定できるよう介入していく。

· おやつ購入前・購入後に本人と内容を確認し、アドバイスする。

· 検査数値に注意しながら、外来受診時にDrからの指導を依頼する。

　

3 基本的な保清ができない。

→介入方法

· 保清の必要性について説明し、自己の現状を振り返る機会を多く設定する。本人はいつ着替えたのか、また今着用している衣類は何日着ているのか声かけしていく。

· 入浴は短時間で済ませる為、入浴時に声かけする。洗濯が滞っている場合はさり気に声かけする。

· 時期にあった服装であるか、周りと調和がとれているか本人に確認していただく。また、勉強会で学習する。

＜評価＞

　　　独語や睨みが改善される可能性は薄いため、他者とトラブルにならないよう、職員が見守りや必要に応じた介入が必要。また、青風荘入所を継続するだけではなく、本人にとってどのような所で生活することが一番良いのか考えながら支援することも大切ではないか。

３：袴田　隆祐　様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　合併症：なし

　　

＜問題点＞

1 実習について（現在は火・木・金の週3回　4時間勤務）

→介入方法

· 短期目標を設定し、徐々にステップアップを行う。

· 実習終了後に青明舎に電話または来所して頂き、実習内容を確認し、その都度振り返りを行い評価する。

· 実習担当者から評価を行ってもらい、良く出来ていることに対しては、実習担当者から本人へ直接伝えてもらい、本人へ自信を持ってもらう。

· 青明舎で事業者訪問を行い、本人の作業の様子を確認する。

· 事業所の担当者、職場の雰囲気に変化がないか確認する。

②今後実習を行うことで生じるストレスについて

　　　　→介入方法

· 相談しやすい環境を作る。

· 不安なことや疑問はその都度本人から話を聞き、解決していく。

· 生活リズムに大きな乱れがないか話を聞き、変化がある場合にはアドバイスをする。

· 本人に変化がある場合は主治医、関係機関に情報提供を行う。

＜評価＞

仕事の覚えは良く、実習担当者も期待しているが、過去に、仕事への緊張感から吐き気を訴えることがあったため、本人の様子を見ながら焦らせずに徐々に訓練を進めることが必要。また、本人のモチベーションをあげるために、どのレベルにまで達したら次のステップ（勤務時間の延長や社会適応訓練の利用など）に進むことが出来るのか決めることが必要である。

